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性
格
は
、
あ
る
程
度
規
定
さ
れ
て
く
る
。

弁
証
法
(
D
i
a
l
e
k
t
i
k
)

の
原
義
は
、
周
知
の
よ
う
に
問
答
・
対
話

(
D
i
a
l
o
g
)
で
あ
り
、

バ
ッ
ハ
が
危
惧
す
る
ご
と
く
、
究
極
の
所
、
絶
対
精
神
の
独
語
(
M
o
n
o
l
o
g
)

で
し
か
な
い
虞
れ
は
あ
る
も
の
の
_
—
ー
さ
し
あ
た
り
、
存
在

と
思
惟
、
実
体
と
主
体
、
無
限
と
有
限
、
普
遍
と
個
別
の
対
話
で
あ
る
と
い
い
得
る
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
が
、
今
か
ら
考
察
す
る
『
精
神

現
象
学
』
は
、
そ
の
性
格
上
具
体
的
に
は
、
真
理
と
そ
れ
を
求
め
る
意
識
と
の
対
話
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
か
ら
す
る
と
、
哲
学
は
全
て
弁
証

法
で
あ
る
こ
と
に
な
り
、

と
り
た
て
て
弁
証
法
を
い
う
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
際
に
は
そ
う
で
は
な
い
。
ヘ
ー
ゲ
ル
弁
証
法

が
拒
否
す
る
二
つ
の
立
場
が
あ
る
。
直
観
主
義
と
論
弁
的
思
惟
と
彼
が
呼
ぶ
も
の
が
、
そ
れ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
拒
否
か
ら
、
弁
証
法
の

ヘ
ー
ゲ
ル
は
『
精
神
現
象
学
』
の
序
文
で
、
こ
の
二
つ
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
序
文
で
の
有
名
な
シ
ェ
リ
ン
グ
批
判
は
、
直
観
主
義

の
批
判
で
あ
る
。
そ
の
主
た
る
理
由
は
、
直
観
・
確
信
•
直
接
知
•
断
言
等
は
、
他
の
対
立
す
る
そ
れ
ら
と
、
同
じ
権
利
し
か
持
ち
得
な

一
、
は
じ
め
に

『
精
神
現
象
学
』

ヘ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
の
場
合
|
|
↓
ニ
オ
イ
エ
ル

入

の
方
法

ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
エ

レ
メ
ン
ト
」
概
念
と

江

幸

男
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い
と
い
う
点
に
あ
る
。
し
か
し
、
知
が
最
初
に
生
じ
る
時
に
は
、
最
初
で
あ
る
ゆ
え
に
直
接
知
と
い
う
形
態
を
も
つ
。
こ
の
直
接
知
を
真

ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
ま
ず
他
の
対
立
す
る
直
接
知
の
立
場
を
と
り
、
そ
の
矛
盾
の
た
め
に
こ
の
直
接
知
へ
還
帰
す
る
と

(
1
)
 

い
う
方
法
を
と
る

(
v
g
l
.
S
.
1
7
7
£
)
。
こ
の
こ
と
は
、
精
神
現
象
学
の
諸
々
の
段
階
に
お
い
て
も
行
な
わ
れ
る
が
、
精
神
現
象
学
全
体
が
、

「
学
が
登
場
す
る
時
、
学
自
身
が
現
象
で
あ
る
。
'
’
’
’
’
'
し
か
し
、

学
は
、
こ
の
仮
象
か
ら
自
己
を
解
放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
（
学
）
は
、
こ
の
こ
と
を
、
そ
れ
（
学
）
が
そ
れ
（
仮
象
）
に
向

か
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
成
し
得
る
]
(
S
.
6
6
括
弧
内
引
用
者
付
記
、
以
下
の
引
用
で
も
同
様
）
そ
こ
で
、
学
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て

の
現
象
知
が
叙
述
の
対
象
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
の
学
へ
の
還
帰
の
叙
述
が
精
神
現
象
学
と
な
る
。
そ
こ
で
周
知
の
よ
う
に
精
神
現
象
学
は
、

「
自
然
的
意
識
が
、
真
の
知
へ
押
し
進
む
道
程
」

(
S
.
6
7
)

の
叙
述
に
な
る
の
で
あ
る
。
「
こ
の
学
へ
の
道
程
自
身
は
、

(
S
.
7
4
)
。

を
と
る
哲
学
に
と
っ
て
、
そ
の
直
観
主
義
批
判
に
由
来
す
る
、
必
須
の
も
の
で
あ
る
。

『
精
神
現
象
学
』

(
S
.
4
8
)
 

の
序
文
で
、
ま
た
批
判
し
て
い
る
「
論
弁
的
思
惟

(
d
a
s

r
i
i
s
o
n
n
i
e
r
e
n
d
e
 
D
e
n
k
e
n
)
」

乃
至
「
形
式
的
思
惟
」

(
S
.
4
8
)
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、
内
容
に
対
し
て
外
面
的
な
認
識
で
あ
り
、
あ
る
命
題
を
提
示
し
、
そ
の
根
拠

(
2
)
 

を
示
す
と
い
う
仕
方
(
d
i
e

M
a
n
i
e
r
)
を
と
る
思
惟
の
こ
と
で
あ
る
(
v
g
l
.
S
.
4
0
)
。
こ
れ
を
否
定
す
る
理
由
は
、
そ
れ
が
根
拠
の
根
拠
を
求

め
て
、
無
限
遡
行
に
陥
る
点
に
あ
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
が
、
こ
れ
に
対
し
て
主
張
す
る
「
概
念
把
握
す
る
思
惟

(
d
a
s
b
e
g
r
e
i
f
e
n
d
e
 
D
e
nー

k
e
n
)
で
は
、
否
定
的
な
も
の
（
反
省
な
い
し
思
惟
）
は
、
内
容
自
身
に
属
し
、
そ
の
内
在
的
運
動
と
規
定
で
あ
る
」
(
S
.
4
9
)
。
精
神
現
象

ヘ
ー
ゲ
ル
が
、

従
っ
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
序
文
で
シ
ェ
リ
ン
グ
の
匝
観
主
義
批
判
を
特
に
強
調
し
た
理
由
の
―
つ
は
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

観
主
義
批
判
に
基
づ
く
か
ら
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
学
へ
の
導
入
に
し
て
、
且
―
つ
の
学
で
あ
る
よ
う
な
学
、

精
神
現
象
学
は
、

弁
証
法

性
に
よ
っ
て
既
に
学
で
あ
る
。
」

こ
の
よ
う
な
構
造
を
も
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、

ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、

理
へ
高
め
る
た
め
に
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

精
神
現
象
学
の
存
在
理
由
が
、
直

（
進
行
の
）
必
然
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場
の
規
定
性
の
意
味
で
用
い
る
。 エ

レ
メ
ン
ト
と
は
、
元
素

(
U
r
s
t
o
f
f
)
の
意
味
で
あ
る
。

一
般
に
は
、
こ
の
元
素
の
意
味
か
ら
の
転
義
で
、

概
念
の
役
割
を
考
察
し
、

ヘ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
理
解
の
一
助
と
し
た
い
。

{
3
)
 

「
我
々
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
既
に
絶
対
知
（
学
）
に
到
達
し
た
意
識
で
あ
る
。
し
か
し
、

、
、
、
、

つ
ま
り
「
我
々
」
が
外
面
的
に
現
象
知
を
叙
述
す
る
の
で
は
な
く
、
叙
述
は
、
現
象
知
の

従
っ
て
叙
述
は
「
我
々
」

「
我
々
」
が

の
立
場
か
ら
の
叙
述
と
現
象
知
の
立
場
で
の
叙
述
の
二
重
構
造
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
即
自
面
の
叙
述
と

対
自
面
の
叙
述
の
二
重
構
造
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
論
弁
的
思
惟
の
批
判
か
ら
結
果
す
る
弁
証
法
一
般
の
性
格
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
他
の
立
場
の
否
定
か
ら
、
弁
証
法
の
重
要
な
性
格
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
が
、
ま
だ
わ
れ
わ
れ
に
は
、
弁
証
法
は
明

ら
か
で
は
な
い
。
直
観
主
義
が
本
質
的
に
は
自
我
の
認
識
を
志
向
し
て
お
り
、
論
弁
的
思
惟
が
本
質
的
に
は
自
我
と
関
り
の
な
い
対
象
の

認
識
を
志
向
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
弁
証
法
は
、
自
我
と
対
象
の
関
係
の
場
（
エ
レ
メ
ン
ト
）
の
認
識
を
志
向
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
の
が
現
在
の
私
の
予
想
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
論
文
で
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
『
精
神
現
象
学
』
で
の
弁
証
法
に
お
け
る
「
エ
レ
メ
ン
ト
」

エ
レ
メ
ン
ト
(
E
l
e
m
e
n
t
)
と
い
え
ば
、
哲
学
史
上
で
は
、

を
想
起
す
る
。
こ
の
場
合
、

構
成
要
素
(
B
e
s
t
a
n
d
t
e
i
l
)

ひ
と
は
直
ぐ
に
、
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
の
四
大
エ
レ
メ
ン
ト
（
地
•
水
・
風
・
火
）

の
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
う
。

エ
レ
メ
ン
ト
に
は
、
こ
れ
ら
の
周
知
の
意
味
の
他
に
、
本
来
の

乃
至
固
有
の
活
動
領
域
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
こ
の
意
味
の
エ
レ
メ
ン
ト
の
説
明
で
よ
く
例
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
魚
の
エ
レ
メ
ン
ト
は

水
で
あ
る
、
鳥
の
エ
レ
メ
ン
ト
は
空
気
で
あ
る
等
、
ま
た
悪
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
女
の
エ
レ
メ
ン
ト
は
家
庭
で
あ
る
と
い
う
も
の
も
あ
る
。

『
精
神
現
象
学
』
で
は
殆
ど
こ
の
後
者
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
論
文
で
は
、
意
識
と
対
象
が
存
立
し
て
い
る
場
、
な
い
し

ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
精
神
現
象
学
』
を
エ
レ
メ
ン
ト
の
展
開
と
し
て
解
釈
で
き
る
こ
と
を
示
す
の
が
、
こ
の
論

自
己
吟
味
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
、

つ
ま
り
対
象
の
「
内
在
的
運
動
と
規
定
」
に
導
か
れ
る
の
で
あ
る
。

現
象
知
の
展
開
を
方
向
づ
け
る
の
で
は
な
く
、

学
を
叙
述
す
る
の
は
、
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域
の
展
開
と
し
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
点
の
み
な
ら
ず
、

エ
レ
メ
ン
ト
な
い
し
領
域
の
概
念
が
一
貫
し
て
用
い
ら
れ
て
い

具
の
第
ニ
ポ
テ
ン
ツ
、

三
、
占
有
と
家
族
の
第
三
ポ
テ
ン
ツ
、
四
、
民
族
精
神
、
と
い
う
四
部
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
各
々

(

5

)

(

6

)

（

7
)
 

一
、
言
語
と
い
う
エ
レ
メ
ン
ト
（
比
喩
的
に
は
「
空
気
と
い
う
エ
レ
メ
ン
ト
」
）
二
、
無
差
別
的
普
遍
性
と
い
う
エ
レ
メ
ン
ト
、

(8)

（

9
)

（

10) 

三
、
個
別
性
と
い
う
エ
レ
メ
ン
ト
（
比
喩
的
に
は
「
地
と
い
う
エ
レ
メ
ン
ト
」
）
四
、
絶
対
的
普
遍
的
エ
レ
メ
ン
ト
（
比
喩
的
に
は
「
エ

(11) 

ー
テ
ル
と
い
う
エ
レ
メ
ン
ト
」
1
1

民
族
精
神
）
、
と
い
う
エ
レ
メ
ン
ト
に
於
い
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
諸
々
の
「
規
定
さ
れ
た

(12)

（

13) 

エ
レ
メ
ン
ト
」
（
最
初
の
三
つ
の
エ
レ
メ
ン
ト
）
か
ら
「
絶
対
的
エ
レ
メ
ン
ト
」

さ
れ
て
い
る
。
『
実
在
哲
学

Il』
(
1
8
0
5
¥
 6
)

や
『
精
神
現
象
学
』
(
1
8
0
7
)

に
な
る
と
、
叙
述
は
エ
レ
メ
ン
ト
の
展
開
と
し
て
こ
れ
ほ
ど
明
瞭

に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
叙
述
の
要
所
要
所
で
エ
レ
メ
ン
ト
が
語
ら
れ
て
い
る
。

エ
レ
メ
ン
ト
な
い
し
領

ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
』

『
法
法
学
』
で
、

エ
レ
メ
ン
ト
と
い
う
用
語
は
使
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
同
義
と
思
わ
れ
る
「
領
域
(
S
p
h
i
i
r
e
)
」

と
い
う
用
語
に
と
っ
て
代
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
ヘ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
の
形
成
期
か
ら
、
晩
年
に
致
る
ま
で
、

る
と
す
れ
ば
、
我
々
が
、
こ
の
概
念
を
弁
証
法
に
本
質
的
な
概
念
の
―
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
も
自
然
な
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と

は
、
体
系
を
構
成
し
て
い
る
各
々
の
学
（
論
理
学
、
自
然
哲
学
、
精
神
哲
学
、
或
い
は
ま
た
法
哲
学
、
等
）
が
、

こ
れ
ら
の
諸
学
が
、

異
な
る
研
究
対
象
に
携
わ
る
の
で
は
な
く
、
精
神
と
い
う

同
一
の
対
象
に
携
わ
っ
て
お
り
、
精
神
が
存
在
す
る
エ
レ
メ
ン
ト
の
違
い
に
よ
っ
て
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

「
（
精
神
の
）
直
接
的
定
在
と
い
う
エ
レ
メ
ン
ト
は
、

区
別
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
も
指
摘
さ
れ
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
学
の
こ
の
部
分

（
精
神
現
象
学
）
が
、

他
の
部
分
か
ら
区
別
さ
れ

『
精
神
現
象
学
』
以
後
も
、

『
論
理
学
』

『エ

（
エ
ー
テ
ル
）

へ
の
展
開
と
し
て
、
精
神
哲
学
は
叙
述

ょ、．`
 の

は
、
イ
エ
ナ
期
『
実
在
哲
学

I
』
(
1
8
0
3
 ¥
 4
)

の
「
精
神
哲
学
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

一
、
記
憶
と
言
語
の
第
一
ポ
テ
ン
ツ
、

文
の
意
図
で
あ
る
が
、

二
、
道

ヘ
ー
ゲ
ル
の
著
作
・
ノ
ー
ト
の
中
で
、
叙
述
が
エ
レ
メ
ン
ト
の
展
開
と
し
て
も
っ
と
も
明
瞭
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
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述
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、

る
と
こ
ろ
の
規
定
性
で
あ
る
。
」

(
S
.
3
1

傍
点
部
分
は
原
文
で
イ
タ
リ
ッ
ク
）
そ
し
て
、

展
開
し
、
そ
の
諸
契
機
を
開
陳
す
る
」

(
S
.
3
2
)

。
ま
た
、
「
そ
れ
ら
（
精
神
の
諸
契
機
）
の
運
動
が
、
こ
の
エ
レ
メ
ン
ト
（
知
と
い
う
エ

レ
メ
ン
ト
）
に
於
い
て
、
全
体
へ
組
識
化
さ
れ
る
と
、
論
理
学
な
い
し
思
弁
哲
学
で
あ
る
」

(
S
.
5
3

傍
点
部
分
は
原
文
で
イ
タ
リ
ッ
ク
）
。

『
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
』
で
は
、
「
思
惟
は
、
学
の
こ
れ
ら
諸
部
分
の
中
で
、
常
に
く
り
か
え
し
登
場
す
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら
諸

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

部
分
は
、
エ
レ
メ
ン
ト
と
対
立
の
形
式
に
よ
っ
て
の
み
、
異
な
っ
て
お
り
、
思
惟
は
、
諸
対
立
が
、
そ
の
真
理
へ
戻
っ
て
ゆ
く
こ
と
と
し

(14) 

て
、
そ
の
内
へ
戻
っ
て
ゆ
く
と
こ
ろ
の
同
一
の
中
心
だ
か
ら
で
あ
る
」
（
傍
点
は
引
用
者
付
記
）
と
は
っ
き
り
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
学
の
諸
部
分
が
携
わ
る
同
一
の
対
象
は
、
思
惟
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

『
精
神
現
象
学
』
を
エ
レ
メ
ン
ト
の
展
開
と
し
て
解
釈
し
得
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、

れ
て
い
る
「
緒
論
(
E
i
n
l
e
i
t
u
n
g
)
」
に
注
目
し
た
い
。
前
に
触
れ
た
よ
う
に
、

識
の
道
程
」
の
「
我
々
」

学
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
(
v
g
l
.
S
.
7
4
)

。
こ
の
際
、

で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、

（
絶
対
知
に
到
達
し
た
者
）
に
よ
る
叙
述
で
あ
る
。
こ
の
叙
述
は
、
そ
の
道
程
の
必
然
性
ゆ
え
に
、
そ
れ
自
身

「
我
々
」
が
そ
の
道
程
を
導
び
く
と
、
結
論
（
真
の
知
I
I
絶
対
知
）
を
前
提
に
し
た
叙

「
我
々
」
は
飽
く
迄
も
「
純
粋
傍
観
」

(S.72)
に
留
ま
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
叙
述
は
、
自
然
的
意

識
が
自
分
の
知
を
自
ら
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
何
故
、
こ
の
道
程
は
必
然
的
で
あ
る
の
か
。
如

二
、
「
エ
レ
メ
ン
ト
」
概
念
と
『
精
神
現
象
学
』
の
方
法

『
精
神
現
象
学
』
は
ヘ

「
真
の
知
へ
押
し
進
む
自
然
的
意

『
精
神
現
象
学
』

の
方
法
が
書
か

）
の
場
合
、
こ
の
思
惟
は
前
述
の
精
神
と
同
じ
も
の

「
こ
の
エ
レ
メ
ン
ト
に
於
い
て
精
神
は
自
己
を
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A
n
s
i
c
h
s
e
i
n
)

で
あ
る
(
v
g
l
.
S
.
7
0
)
。

71)
と
い
う
命
題
を
考
察
し
よ
う
。

然
性
は
、

何
に
し
て
、
自
然
的
意
識
の
自
己
吟
味
は
可
能
で
あ
る
の
か
。

「
緒
論
」
を
解
釈
し
な
が
ら
、

普
通
、

吟
味
の
尺
度
と
し
て
の
エ
レ
メ
ン
ト

日
常
的
な
意
識
が
、
自
分
の
知
を
吟
味
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

知
を
修
正
し
た
り
、
確
認
し
て
ゆ
く
過
程
を
意
味
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
新
た
に
出
会
う
対
象
や
状
況
と
、
そ
の
時
に
持
っ
て

い
る
知
と
の
間
に
は
、
何
ら
必
然
的
関
係
は
成
立
し
て
い
な
い
。
楽
観
論
者
が
、
偶
然
の
不
幸
な
事
件
で
、
悲
観
論
者
に
な
っ
た
り
、
ジ

ャ
ズ
嫌
い
が
、
ジ
ャ
ズ
フ
ァ
ン
の
友
人
に
よ
っ
て
ジ
ャ
ズ
好
き
に
な
っ
た
り
す
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
が
叙
述
す
る
自
然
的
意
識
の
知
の
自
己
吟
味
は
、
こ
う
い
う
も
の
で
は
な
く
、
必
然
的
な
も
の
で
あ
る
。

は
、
新
た
に
出
会
う
対
象
や
状
況
と
知
と
の
間
に
、
ま
た
、
前
の
知
と
後
の
知
と
の
間
に
、
必
然
的
関
係
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
必

一
体
何
に
基
づ
く
の
か
。
そ
れ
は
、
知
の
吟
味
の
尺
度
が
、
偶
然
に
出
会
う
対
象
や
状
況
と
い
っ
た
外
的
な
も
の
に
で
は
な
く
、

意
識
自
身
の
内
に
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、

、
、
、
、
、

こ
こ
で
ヘ
ー
ゲ
ル
に
従
っ
て
、
知
と
真
理
の
さ
し
あ
た
り
の
抽
象
的
な
規
定
を
挙
げ
て
お
く
。
知
と
は
、
対
象
の
意
識
に
対
す
る
存
在

(
d
a
s
 
S
e
i
n
 
f
u
r
 
d
a
s
 
B
e
w
u
8
t
s
e
i
n
)

で
あ
り
、
真
理
と
は
、
意
識
と
の
関
係
の
外
に
あ
る
も
の
と
し
て
の
存
在
、

「
こ
の
二
契
機
、
（
知
と
真
理
）
概
念
と
対
象
、
相
互
に
対
す
る
存
在
と
即
自
存
在
が
、
我
々
（
絶

対
知
に
到
達
し
、
意
識
の
道
程
を
叙
述
し
て
い
る
者
）

の
探
求
し
て
い
る
知
（
真
の
知
に
到
達
し
て
い
な
い
現
象
知
、

A
 

J

れ
ら
の
問
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
何
故

さ
し
あ
た
り
自
然

即
自
存
在

(
d
a
s

「
意
識
は
、
自
分
の
尺
度
を
自
分
自
身
に
お
い
て
与
え
る
」

「
我
々
」

(
S
 

日
常
生
活
に
お
い
て
次
々
に
出
会
う
対
象
や
状
況
に
応
じ
て
、

つ
ま
り
、
そ
こ
で

が
叙
述
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
わ
れ
わ
れ
は
、
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R
.
 ア
ッ
シ
ェ
ン
ベ
ル
ク
は
、
こ
の
知
と
真
理
を
、

的
意
識
）

ゲ
ル
は
言
う
。
但
し
、
こ
の
論
定
を
す
る
の
は
、
「
我
々
」
で
あ
っ
て
、
自
然
的
意
識
で
は
な
い
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
も
の
と
し
て
の
即
自
存
在
が
、
何
故
意
識
の
内
に
属
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

自
身
の
内
に
帰
す
る
'
’
’
'
：
こ
と
を
、
探
求
全
体
に
渉
っ
て
論
定
し
て
お
く
こ
と
が
、
本
質
的
な
こ
と
で
あ
る
」

(S.71)
と
ヘ
ー

こ
こ
で
、
意
識
と
の
関
係
の
外
に
あ

ヘ
ー
ゲ
ル
は
こ
う
考
え
る
。

い
て
知
る
と
い
う
正
に
そ
の
こ
と
に
於
い
て
、
既
に
区
別
が
生
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
意
識
に
と
っ
て
即
自
は
何
も
の
か
(
e
t
w
a
s
)
で
あ

（
即
自
と
は
）
別
の
契
機
で
あ
る
と
い
う
区
別
で
あ
る
」

(S.72)
換
言
す
れ
ば
、
知

と
真
理
の
区
別
は
、
正
に
対
象
を
知
る
こ
と
に
於
い
て
、
意
識
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
面
で
は
対
象
の
意
識
（
前
述
の
「
知
」
）
で
あ
り
、
他
面
で
は
自
分
自
身
（
こ
の
「
知
」
）
の
意
識
で
あ
る
」

(S.72)
こ
と
に
あ
る
と
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
知
の
意
識
で
あ
る
と
は
、
知
を
対
象
に
つ
い
て
の
知
と
し
て
対
象
化
す
る

こ
と
で
あ
っ
て
、
正
に
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
時
に
、
知
が
そ
れ
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
の
対
象
自
体
、
知
の
背
後
に
意
識

と
の
関
係
を
離
れ
て
存
在
し
て
い
る
対
象
の
「
即
自
存
在
」
を
想
定
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

自
存
在
」
は
、
意
識
の
思
想
物
(
d
a
s

G
e
d
a
n
k
e
n
d
i
n
g
)

に
す
ぎ
な
い
の
だ
が
、
意
識
自
身
は
、
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
知
の
意
識
自
身
は
、
更
に
意
識
さ
れ
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

「
意
識
の
主
題
的
知
(
d
a
s

t
h
e
m
a
t
i
s
c
h
e
 
W
i
s
s
e
n
 d
e
s
 
B
e
w
u
B
t
s
e
i
n
s
)
」
と

(15) 

「
意
識
の
前
主
題
的
知
(
d
a
s

p
r
a
t
h
e
m
a
t
i
s
c
h
e
 
W
i
s
s
e
n
 d
e
s
 
B
e
w
u
B
t
s
e
i
n
s
)

と
し
て
適
切
に
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
、
単
に
、

後
者
は
前
者
と
共
に
措
定
さ
れ
て
い
る
(
m
i
t
g
e
s
e
t
z
t

ist)
と
い
う
だ
け
で
、
何
故
共
に
措
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
は
、「主

何
も
説
明
し
て
い
な
い
。
我
々
は
、
か
か
る
知
の
二
重
性
が
、
前
に
引
用
し
た
意
識
の
二
重
性
に
由
来
す
る
と
言
い
得
る
だ
ろ
う
。

題
的
知
」
（
対
象
の
意
識
）
を
主
題
的
に
し
て
い
る
の
は
、

J

う
な
る
原
因
は
、

「
意
識
が
、

ヽ

n
uヽ

り

矢

つ
ま
り
対
象
の
意
識
に
対
す
る
存
在
は
、

つ
ま
り
、
前
述
の
「
真
理
」
・
「
即

「
自
分
自
身
（
対
象
の
意
識
）
の
意
識
」
で
あ
る
。
こ
の
意
識
が
、
知
を
知
と
し

「
意
識
が
、

お
よ
そ
対
象
に
つ
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以
上
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、

て
主
題
化
す
る
限
り
に
お
い
て
、
知
が
そ
れ
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
の
対
象
の
即
自
存
在
を
共
に
措
定
す
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
意
識
は
、
更
に
意
識
さ
れ
て
は
い
な
い
か
ら
、
こ
の
即
自
の
知
は
、
前
主
題
的
知
に
止
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
前
主
題

「
我
々
」
で
あ
る
。

エ
レ
メ
ン
ト
と
は
、
意
識
が
前
主
題
的
に
了

的
知
を
、
意
識
な
い
し
主
題
化
し
て
い
る
の
は
、

、
、
、
、
、

従
っ
て
「
我
々
」
か
ら
み
れ
ば
、
知
の
真
理
（
知
の
妥
当
性
の
こ
と
で
は
な
く
、
真
の
有
り
よ
う
の
こ
と
）
の
み
な
ら
ず
、
対
象
の
真

理
（
即
自
存
在
）
も
、
両
者
が
そ
こ
に
於
い
て
成
立
し
て
い
る
知
る
こ
と
と
い
う
意
識
の
運
動
で
あ
る
。
こ
の
知
る
こ
と
は
、
知
と
対
象
の

於
い
て
自
己
同
一
を
保
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

エ
レ
メ
ン
ト
に
於
い
て
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
エ
レ
メ
ン
ト
に

エ
レ
メ
ン
ト
は
、
そ
こ
に
有
る
も
の
を
成
立
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、

そ
こ
に
有
る
も
の
の
自
己
同
一
を
保
証
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
こ
に
有
る
も
の
の
内
で
自
己
同
一
を
保
っ
て
い
る
契
機
を
規
定
し
、
そ
の

規
定
性
を
含
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
知
と
対
象
の
区
別
化
は
、
前
述
の
二
重
の
意
識
の
内
の
後
者
、
知
の
意
識
に
よ
っ
て

行
な
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
後
者
は
前
者
な
し
に
は
成
立
せ
ず
、
こ
の
二
重
性
は
意
識
の
存
在
構
造
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
後
者
の
み
が
、

知
と
対
象
の
エ
レ
メ
ン
ト
を
成
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
意
識
の
運
動
全
体
が
、
知
と
対
象
の
エ
レ
メ
ン
ト
を
成
し
て
い
る
。
但
し
、
知

と
対
象
の
区
別
化
を
規
定
し
、
従
っ
て
両
者
の
関
係
と
存
在
仕
方
を
規
定
し
、
両
者
の
内
の
自
己
同
一
的
契
機
を
規
定
し
て
い
る
の
は
、

後
者
、

つ
ま
り
知
の
意
識
の
方
で
あ
る
。
こ
の
意
識
が
、
前
主
題
的
に
規
定
し
て
い
る
、
知
と
対
象
と
の
関
係
、
換
言
す
れ
ば
、
思
惟
と

存
在
、
主
体
と
実
体
の
関
係
が
、

エ
レ
メ
ン
ト
の
規
定
性
を
成
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、

(16) 

解
し
て
い
る
―
つ
の
世
界
観
な
い
し
存
在
論
と
も
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
意
識
は
、
自
分
の
尺
度
（
対
象
の
即
自
存
在
）
を
自
分
自
身
に
お
い
て
与
え
る
」
こ
と
の
意
味
を
明
瞭
に
理

解
し
得
た
か
に
見
え
る
。
知
の
吟
味
は
、
知
と
対
象
の
即
自
存
在
を
比
較
し
、
両
者
が
対
応
し
な
い
な
ら
ば
、
知
を
対
象
に
合
わ
せ
て
変

エ
レ
メ
ン
ト
を
成
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
或
る
も
の
が
、

つ
ま
り
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更
す
る
こ
と
で
あ
る
(
v
g
l
.
S
.
7
2
)

。
し
か
し
、
こ
こ
に
困
難
な
問
題
が
生
じ
る
。
対
象
の
即
自
存
在
が
、
知
の
意
識
に
よ
っ
て
、
知
に
対

応
す
る
も
の
と
し
て
考
え
出
さ
れ
た
思
想
物
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
知
と
必
然
的
に
対
応
す
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
他
方
、
精

神
現
象
学
の
具
体
的
叙
述
は
、
両
者
の
矛
盾
ゆ
え
に
知
を
幾
度
も
訂
正
し
て
ゆ
く
過
程
の
叙
述
で
あ
る
。
し
か
も
、
な
る
ほ
ど
「
緒
論
」

で
は
、
両
者
が
、
「
対
応
し
な
い
な
ら
ば
'
’
’
’
’
'
」
（
S
.
7
2
)

と
い
う
条
件
文
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
両
者
が
対
応
し
な
い
こ
と
は
、
必
然

な
の
で
あ
る
。
精
神
現
象
学
が
展
開
さ
れ
る
エ
レ
メ
ン
ト
「
精
神
の
直
接
的
定
在
」
に
於
い
て
は
、
常
に
両
者
は
対
応
せ
ず
、
叙
述
は
、

必
然
的
に
絶
対
知
つ
ま
り
「
精
神
の
本
来
的
な
学
」

(s.
7
5
)

で
あ
る
論
理
学
が
展
開
さ
れ
る
「
絶
対
他
在
に
お
け
る
純
粋
自
己
認
識
、

ー
テ
ル
」
(
S
.
2
4
)

と
い
う
エ
レ
メ
ン
ト
ヘ
進
ん
で
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、

、
、
、
、

ト
に
お
い
て
は
、
必
然
的
に
知
と
対
象
が
対
応
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

在
、
意
識
は
、
知
と
知
に
否
定
的
な
対
象
性
と
い
う
二
つ
の
契
機
を
持
っ
て
い
る
。
精
神
が
、
こ
の
エ
レ
メ
ン
ト
（
意
識
）
に
於
い
て
、
自

己
展
開
し
、

そ
の
諸
契
機
（
こ
れ
は
、
こ
の
エ
レ
メ
ン
ト
で
は
、
意
識
の
諸
形
態
に
な
る
の
だ
が
v
g
l
.
S
.
7
5
)
を
開
陳
す
る
と
き
に
は
、
そ

の
諸
契
機
に
、
こ
れ
ら
（
知
と
対
象
性
）
の
対
立
が
生
じ
る
」
(
S
.
3
2
)

と
い
う
。

ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
、

「
精
神
の
直
接
的
定

何
故
、
こ
の
精
神
の
直
接
的
定
在
と
い
う
エ
レ
メ
ン
ト
に
於
い
て
は
、
知
と
対
象
が
、
必
然
的
に
対
応
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

現
象
学
に
お
い
て
は
、
各
契
機
は
、
知
と
真
理
の
区
別
及
び
そ
の
区
別
の
止
揚
さ
れ
る
運
動
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

は
、
こ
の
区
別
と
そ
の
止
揚
を
含
ん
で
お
ら
ず
、
寧
ろ
契
機
が
概
念
と
い
う
形
式
を
も
つ
ゆ
え
に
、
各
契
機
は
、
真
理
と
知
る
自
己
と
の

対
象
的
形
式
を
直
接
的
統
一
に
お
い
て
合
一
さ
せ
て
い
る
」
(
S
.
5
6
2
)

。
つ
ま
り
、
本
来
の
学
の
エ
レ
メ
ン
ト
で
あ
る
概
念
に
於
い
て
は
、

知
と
対
象
の
区
別
が
な
い
が
、
精
神
現
象
学
の
エ
レ
メ
ン
ト
で
あ
る
意
識
に
於
い
て
は
、
知
と
対
象
の
区
別
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
エ
レ
メ
ン
ト
に
於
い
て
、
必
然
的
に
知
と
対
象
が
対
応
し
な
い
な
ら
ば
、
知
と
対
象
の
区
別
そ
の
も
の
か
ら
、
必
然
的
に

「
序
論
」
で
は
、

（
本
来
の
）
学

「
精
神

「
精
神
の
直
接
的
定
在
」
と
い
う
エ
レ
メ
ン 工
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両
者
の
不
対
応
が
生
じ
る
と
推
測
で
き
る
。

知
と
対
象
は
、
さ
し
あ
た
り
、
互
い
に
無
関
心
な
(gleichgtiltig)
な
も
の
で
、
独
立
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
区
別
は
、
ヘ
ー
ゲ

ル
の
論
理
学
で
は
、
差
異
性
(
V
e
r
s
c
h
i
e
d
e
n
h
e
i
t
)
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、

「
そ
れ
（
外
面
的
区
別
II差
異
性
）
は
、
比
較

(17) 

に
お
い
て
、
比
較
す
る
も
の
に
帰
属
し
て
い
る
否
定
性
で
あ
る
。
比
較
す
る
も
の
は
'
:
…
両
者
の
否
定
的
統
一
で
あ
る
。
」
そ
し
て
、
「
そ
(18) 

の
互
い
に
無
関
心
な
側
面
が
、
ま
た
そ
の
ま
ま
全
く
た
だ
―
つ
の
否
定
的
統
一
の
契
機
に
す
ぎ
な
い
よ
う
な
差
異
性
は
、
対
立
で
あ
る
。
」

「
区
別
一
般
は
、
す
で
に
即
自
的
な
矛
盾
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
区
別
は
、

つ
の
）
も
の
の
統
一
で
あ
る
と
共
に
、
ま
た
そ
の
同
じ
関
係
に
お
い
て
分
離
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
み
存
在
す
る
そ
の
よ
う
な
（
二
つ
の
）

(19)

（

20) 

も
の
の
分
離
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
そ
し
て
、
こ
の
「
矛
盾
は
、
あ
ら
ゆ
る
運
動
と
生
命
性
の
根
本
(die

W
u
r
z
e
l
)
で
あ
る
。
」

お
そ
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
論
理
が
、
知
と
対
象
の
区
別
か
ら
、
必
然
的
に
両
者
の
不
対
応
が
結
果
す
る
こ
と
の
背
後
に
考
え
ら
れ
て
い

「
意
識
の
内
で
、
自
我
と
そ
の
対
象
で
あ
る
実
体
と
の
間
に
生
じ
る
不
等
性
は
、

そ
れ
ら
（
両
者
）
の
区
別
で
あ
り
、
否
定
的
な
も
の
一
般
で
あ
る
。
こ
の
否
定
的
な
も
の
は
、
両
者
の
欠
陥
と
見
倣
さ
れ
う
る
が
、

そ
れ
ら
の
魂
乃
至
そ
れ
ら
を
動
か
す
も
の
で
あ
る
。
」
(
S
.
3
2

傍
点
引
用
者
）

と
こ
ろ
で
、
精
神
現
象
学
で
の
具
体
的
な
吟
味
の
過
程
を
読
め
ば
、
各
段
階
の
始
め
に
は
、
知
と
、
そ
れ
に
対
応
し
て
前
主
題
的
に
措

定
さ
れ
て
い
る
対
象
の
即
自
と
の
間
に
、
く
い
違
い
が
生
じ
る
の
は
、
知
の
変
化
に
よ
っ
て
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
知
の
変
化
は
、
知
の

積
み
重
ね
と
も
い
う
べ
き
経
験
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、
誤
解
を
虞
れ
ず
非
常
に
大
ま
か
に
い
え
ば
、
感
性
的
確
信
の
対
象
「
こ

「
個
別
的
な
も
の
」
と
前
主
題
的
に
私
念
し
て
い
る

(
m
e
i
n
e
n
思
い
込
ん
で
い
る
）
。

し
か
し
、
ど
れ
も
こ
れ
も
「
こ
の
も
の
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
と
い
う
感
性
的
確
信
の
積
み
重
ね
と
し
て
の
経
験
と
、

の
も
の
」
の
即
自
存
在
つ
ま
り
真
理
を
、
意
識
は
、

る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。

「
こ
の
も
の
」
が

し
か
し
、

更
に
、

―
つ
の
も
の
で
な
い
限
り
で
の
み
存
在
す
る
（
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を
尺
度
に
し
て
訂
正
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
因
み
に
、

「
個
別
的
な
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
は
、
矛
盾
す
る
。
そ
こ
で
、
意
識
は
、
対
象
の
即
自
存
在
、
真
理
を
「
普
遍
的
な
も
の
」
と
し
て
前

主
題
的
に
措
定
し
直
す
こ
と
に
な
る
。
と
同
時
に
、
意
識
の
形
態
は
、
感
性
的
確
信
か
ら
知
覚
へ
変
わ
り
、
対
象
の
意
識
に
対
す
る
存
在

つ
ま
り
知
の
内
容
も
、

「
こ
の
も
の
」
か
ら
「
物
」
へ
変
わ
る
。
と
叙
述
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
知
が
、
経
験
を
通

し
て
変
化
し
、
知
が
変
化
す
る
と
対
象
の
真
理
も
そ
れ
に
応
じ
て
変
化
す
る
、
と
い
い
う
る
だ
ろ
う
。
知
は
、
対
象
の
真
理
を
尺
度
に
し

て
訂
正
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
実
は
、
経
験
を
尺
度
と
し
て
訂
正
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
経
験
を
本
質
的
に
規
定
し
て
い
る
の
は
、

経
験
の
中
に
現
わ
れ
る
知
と
対
象
の
関
係
、
乃
至
存
在
仕
方
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
換
言
す
れ
ば
、
知
と
対
象
の
現
わ
れ
る
場
面
・
エ
レ
メ

ン
ト
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
知
が
経
験
を
尺
度
に
し
て
訂
正
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
知
が
、
知
と
対
象
が
現
わ
れ
る
場
面
・
エ
レ
メ
ン
ト

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
こ
う
解
釈
し
て
い
る
。
知
の
「
現
わ
れ
出
る
舞
台
と
し

(21) 

て
の
現
出
の
場
面
(
d
i
e

S
t
a
t
t
e
 
d
e
s
 E
r
s
c
h
e
i
n
e
n
s
)
は
、
現
出
に
お
い
て
、
ま
た
こ
の
現
出
自
身
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
」
「
『
意
識
は
、

自
己
自
身
に
と
っ
て
、
そ
の
概
念
（
尺
度
）
で
あ
る
』
と
い
う
（
ヘ
ー
ゲ
ル
の
）
命
題
の
中
で
、
本
来
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
『
で
あ
る
』
に
あ
る
。

そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。
意
識
は
、
自
己
現
出
(
S
i
c
h
e
r
s
c
h
e
i
n
e
n
)
を
自
ら
成
し
遂
げ
、
し
か
も
そ
の
際
、
そ
れ
は
、
自

(22) 

己
現
出
に
お
い
て
、
現
出
の
場
面
を
自
己
に
向
っ
て
形
成
す
る
の
で
あ
る
。
」
こ
こ
で
、
現
出
と
い
う
の
は
、
ほ
ぼ
経
験
の
意
味
で
あ
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
現
出
の
場
面
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
考
え
て
き
た
エ
レ
メ
ン
ト
に
あ
た
る
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
現
出
の
場
面
を
、

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
意
識
（
知
）
の
概
念
（
尺
度
）
と
考
え
て
い
る
。

問
題
は
、
経
験
を
本
質
的
に
規
定
し
て
い
る
も
の
と
し
て
の
、
換
言
す
れ
ば
、
経
験
を
も
っ
と
も
基
本
的
に
分
節
化
し
て
い
る
も
の
と

し
て
の
エ
レ
メ
ン
ト
と
知
の
間
に
、
何
故
く
い
違
い
が
生
じ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
先
の
論
理
で
解
釈
す
れ
ば
、
次

の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
知
と
対
象
は
、
単
に
異
な
る
も
の
(
d
i
e
V
e
r
s
c
h
i
e
d
e
n
e
n
)

で
は
な
く
、
両
者
が
、
「
自
分
自
身
の
意
識
」
と
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し
て
生
じ
た
新
し
い
知
は
、
経
験
に
つ
い
て
の
知
で
あ
り
、

B
 

い
う
両
者
を
比
較
す
る
も
の
の
契
機
で
あ
る
限
り
、
対
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
対
象
の
即
自
は
、
意
識
と
の
関
係
の
外
に
あ
り
、

且
思
想
物
と
し
て
は
意
識
の
契
機
で
あ
り
、
対
象
の
知
は
、
意
識
で
あ
り
、
且
「
自
分
自
身
の
意
識
」
に
と
っ
て
は
対
象
で
あ
る
、
と
い

う
矛
盾
を
、
こ
の
意
識
全
体
は
乃
子
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
、
対
立
・
矛
盾
は
、
意
識
の
前
述
の
二
重
性
に
基
づ
く
よ
う
に
思
え
る
。
対
象

の
意
識
と
そ
の
意
識
と
い
う
二
つ
の
意
識
は
、
並
立
し
た
独
立
の
異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
ま
た
、
先
の
論
理
に
従
え
ば
、

つ
の
意
識
の
二
契
機
で
あ
る
以
上
、
対
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
、
主
題
的
な
知
と
、

に
措
定
さ
れ
て
い
る
エ
レ
メ
ン
ト
と
の
間
に
、
く
い
違
い
が
生
じ
る
、
と
解
釈
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
矛
盾
は
、
意
識
が
、

そ
の
二
重
性
と
い
う
存
在
構
造
ゆ
え
に
持
つ
本
質
的
矛
盾
と
い
え
る
だ
ろ
う
し
、
意
識
の
存
在
論
的
な
「
不
幸
」
と
し
て
、

「
不
幸
な
意
識
」
論
へ
つ
な
い
で
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。

知
の
自
己
吟
味
と
エ
レ
メ
ン
ト
の
展
開

次
に
、
意
識
が
自
ら
自
分
の
知
を
吟
味
す
る
こ
と
が
、
ど
う
し
て
可
能
な
の
か
を
考
え
よ
う
。
知
の
尺
度
は
経
験
で
あ
る
か
ら
、
知
の

吟
味
は
、
知
と
経
験
と
の
比
較
を
意
味
す
る
。
両
者
が
不
一
致
の
時
に
は
、
知
を
経
験
に
合
わ
せ
て
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う

「
そ
れ
（
新
し
い
対
象
）
は
、
そ
れ
（
以
前
の
対
象
）
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
経
験

で
あ
る
」
(
S
.
7
3
)

。
例
え
ば
、
感
性
的
確
信
の
経
験
が
、
知
覚
の
対
象
（
物
）
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
は
、

か
か
る
対
象
を
「
単

純
な
も
の
と
し
て
の
運
動
」
（
S
.
8
9
)

と
か
「
静
的
な
統
一
と
し
て
の
知
」
(
S
.
1
3
3
)

と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
論
理
は
、
経
験
の
物
象

化
と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
知
覚
や
悟
性
の
対
象
で
あ
る
物
や
力
や
自
然
法
則
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
、
経
験
の
物
象
化
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
は
、
あ
る
い
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、

さ
し
あ
た
り
奇
妙
に
思
え
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し

ヘ
ー
ゲ
ル
の

「
自
分
自
身
の
意
識
」
に
よ
っ
て
前
主
題
的
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か
し
、
実
践
的
な
意
識
の
場
合
に
は
、
そ
れ
は
、
有
効
な
興
味
深
い
論
理
で
あ
る
。
例
え
ば
、

実
現
」
と
い
う
章
の
「
快
楽
と
必
然
性
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
節
で
は
、
個
人
は
、
快
楽
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
の
掟
に
捲
き

込
ま
れ
て
し
ま
う
と
い
う
経
験
を
す
る
の
だ
が
、
次
の
「
心
胸
の
法
則
と
自
負
の
錯
乱
」
と
題
す
る
節
で
は
、
こ
の
経
験
が
物
象
化
さ
れ

て
、
暴
力
的
秩
序
と
そ
の
下
で
苦
し
む
人
類
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
、
こ
の
節
で
個
人
が
向
っ
て
ゆ
く
と
こ
ろ
の
対
象
で
あ
る
(
v
g
l
.

S
.
2
6
7
,
 2
7
4
)

。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
行
為
の
レ
ベ
ル
が
高
ま
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
知
の
対
象
が
、
以
前
の
段
階
の
経
験
で
あ
る
時
、
意
識
が
行
な
う
経
験
は
、
当
然
以
前
の
経
験
と
は
異
な
っ
た
も
の
に

エ
レ
メ
ン
ト
も
変
化
す
る
。
従
っ
て
意
識
が
変
化
す
る
と
、
そ
の
尺
度
も
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
知
の
吟
味
は
尺
度

の
吟
味
で
も
あ
る
と
い
わ
れ
る
(
v
g
l
.
S
.
7
3
)

。
意
識
の
諸
形
態
の
必
然
的
展
開
は
、
そ
の
エ
レ
メ
ン
ト
の
必
然
的
展
開
で
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

較
す
る
に
は
、

面
で
は
、

『
精
神
現
象
学
』

の
方
法
の
考
察
で
あ
る
本
論
文
で
は
扱
わ
ず
、
別
の
機
会
に
譲

一
般
に
、
比
較
す
る
に
は
、
比
較
さ
れ
る
も
の
を
対
象
化
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
従
っ
て
知
と
経
験
を
比

知
と
経
験
を
対
象
化
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
然
的
意
識
は
、
知
を
対
象
化
し
て
い
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

対
象
の
意
識
で
あ
り
、
他
面
で
は
、
自
分
自
身
の
意
識
で
あ
る
」
（
傍
点
引
用
者
）
。
し
か
し
、
自
然
的
意
識
は
、

し
て
は
い
な
い
。
経
験
を
対
象
化
す
る
と
は
、
経
験
の
内
に
生
き
て
お
り
な
が
ら
、
同
時
に
、
そ
の
外
に
出
て
経
験
を
見
て
い
る
と
い
う

こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
経
験
を
「
内
面
化
」
し
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
別
の
視
点
で
い
え
ば
、

に
意
識
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

り
た
い
。

か
か
る
意
識
を
、

は
、
精
神
現
象
学
で
叙
述
さ
れ
る
意
識
は
、
単
な
る
自
然
的
意
識
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
否
、
こ
の
意
識
が
、
も
し
意
識
的
に
知
と
経

メ
ン
ト
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
か
は
、

な
り
、

経
験
を
対
象
化

「
自
分
自
身
の
意
識
」
を
更

わ
れ
わ
れ
は
、
も
は
や
自
然
的
意
識
と
は
呼
び
得
な
い
だ
ろ
う
。
で

つ
ま
り
「
意
識
は
、

エ
レ

「
理
性
的
自
己
意
識
の
自
己
自
身
に
よ
る
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意
識
が
意
識
し
て
い
る
の
は
、

(
S
.
6
7
)

に
陥
り
（
も
し
知
を
意
識
し
て
い
な
け
れ
ば
、

「
我
々
」
か
ら
見
て
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
自
然
的

「
絶
望

そ
う
は
叙
述
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
は
精
神
現
象
学
の
も
っ
と
も
根
本
的
な
構
造
、
自
然
的
意
識
の
真
の
知
へ
の
道
程
で
あ
る
こ

と
の
否
定
で
あ
る
。
で
は
如
何
に
し
て
、
自
然
的
意
識
が
、
自
ら
知
を
吟
味
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
。

一
般
に
、
自
然
的
意
識
と
か
常
識
と
言
わ
れ
る
も
の
の
、
本
質

自
然
的
意
識
は
、
果
た
し
て
知
を
吟
味
し
よ
う
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

、
、
、
、
、
、
、

的
性
格
は
、
そ
の
内
容
の
い
わ
ゆ
る
平
凡
さ
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
異
な
る
社
会
の
そ
れ
ら
を
較
べ
れ
ば
、
直
ぐ
に
判
る
。

そ
れ
ら
の
本
質
的
な
性
格
は
、
そ
の
内
容
の
真
偽
を
吟
味
し
た
り
、
根
拠
付
け
た
り
し
よ
う
と
し
な
い
点
に
こ
そ
あ
る
。

あ
り
、
他
面
で
は
自
分
自
身
の
意
識
で
あ
る
か
ら
」
と
。
何
故
こ
れ
が
理
由
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
自
然
的
意
識
は
、
対
象
の
知
を
意
識

•
主
題
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
を
も
っ
て
経
験
に
臨
む
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
知
と
経
験
が
一
致
し
な
い
時
に
は

は
別
の
も
の
で
あ
る
対
象
の
知
を
も
っ
て
、
経
験
に
臨
む
こ
と
に
な
る
。

6
9
)

の
で
あ
り
、

「
不
安
静
」

「
不
安
静
」
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
）
、
そ
の
知
を
捨
て
、
次
に
意
識
に
と
っ
て

「
そ
の
（
自
然
的
意
識
の
）
不
安
静
が
、
怠
慢
を
妨
げ
る
」

(s.

「
自
然
的
意
識
は
、
こ
の
道
程
で
、
自
分
の
真
理
を
失
う
」
(
S
.
6
7
)

。
自
然
的
意
識
に
と
っ
て
、
こ
の
道
程
は
、

の
道
程
」
(
S
.
6
7
)

で
あ
る
。
従
っ
て
、
自
然
的
意
識
が
知
を
吟
味
し
訂
正
す
る
の
は
、

経
験
と
の
不
一
致
に
よ
っ
て
自
分
の
知
を
失
っ
て
ゆ
く
こ
と
だ
け
で
あ
る
。

「
自
然
的
意
識
は
、
そ
れ

（
真
実
で
な
い
意
識
の
そ
の
不
真
理
性
に
お
け
る
叙
述
）
に
つ
い
て
、
か
か
る
一
面
的
な
見
地
を
持
っ
て
い
る
」
(
S
.
6
8
)

に
す
ぎ
な
い
。
知

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
み
意
識
し
て
、
そ
の
エ
レ
メ
ン
ト
を
意
識
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
意
識
は
、
知
の
吟
味
の
否
定
面
、
つ
ま
り
知
の
喪
失
し
か
自

覚
し
て
い
な
い
。
吟
味
の
肯
定
面
、

つ
ま
り
前
の
知
の
真
理
と
し
て
新
し
い
知
が
生
じ
る
こ
と
、
新
し
い
対
象
が
以
前
の
対
象
に
つ
い
て

自
己
吟
味
が
可
能
な
理
由
と
し
て
、

ヘ
ー
ゲ
ル
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
と
い
う
の
は
、
意
識
は
、

一
面
で
は
対
象
の
意
識
で

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

験
を
比
較
吟
味
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
、
新
し
い
知
は
、
こ
の
経
験
に
つ
い
て
の
知
と
し
て
意
識
に
現
わ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
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C

「
我
々
」
に
よ
る
叙
述
の
必
要
性

他
の
も
の
を
残
し
て
自
己
内
に
還
帰
し
て
い
る
時
、
そ
の
確
信
は
、

エ
レ
メ
ン
ト
と
―
つ
に
な
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

な
さ
れ
た
経
験
で
あ
る
こ
と
、
知
の
吟
味
が
同
時
に
尺
度
で
あ
る
エ
レ
メ
ン
ト
の
吟
味
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
で
き
な
い
。

因
に
、
意
識
が
行
な
う
知
の
吟
味
に
は
、
無
意
識
的
な
も
の
で
あ
れ
、
後
に
自
然
的
意
識
で
は
な
く
な
っ
て
か
ら
行
な
う
意
識
的
吟
味

で
あ
れ
、
二
種
類
あ
る
。
理
論
的
吟
味
と
実
践
的
吟
味
、
或
い
は
認
識
に
よ
る
吟
味
と
行
為
に
よ
る
吟
味
の
二
種
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
各

々
、
認
識
な
い
し
行
為
と
い
う
経
験
を
尺
度
に
し
た
吟
味
で
あ
る
。
尺
度
と
な
る
経
験
が
、
こ
う
い
う
異
質
な
も
の
に
な
る
原
因
は
、
吟
味

さ
れ
る
知
の
異
質
性
に
あ
る
。
理
論
的
に
吟
味
さ
れ
る
知
は
、
知
の
対
象
が
、
知
に
無
関
係
に
存
在
し
て
い
る
も
の
の
知
で
あ
る
。

通
常
の
知
は
、
大
抵
こ
の
よ
う
な
知
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
実
践
的
に
吟
味
さ
れ
る
知
は
、
知
の
対
象
が
、
知
自
身
で
あ
る
よ
う
な
知

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
知
は
、

必
然
的
に
確
信
と
い
う
形
態
を
も
つ
。
前
者
の
知
は
、
確
信
と
い
う
形
態
を
と
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の

(23) 

形
態
は
、
そ
の
知
の
内
容
と
必
然
的
関
係
を
も
た
な
い
。
後
者
の
、
対
象
と
同
一
で
あ
る
確
信
に
お
い
て
は
、
対
象
と
知
を
区
別
し
、
成

、
、
、
、

立
さ
せ
る
知
る
こ
と
と
い
う
エ
レ
メ
ン
ト
も
ま
た
知
と
同
一
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
確
信
は
自
己
内
に
閉
じ
て
い
る
よ
う
に
見
え

か
し
、
意
識
は
、

る
。
比
較
に
よ
る
吟
味
は
、
比
較
す
る
も
の
が
区
別
さ
れ
て
成
立
す
る
。
従
っ
て
確
信
に
留
ま
る
限
り
、
吟
味
は
不
可
能
で
あ
る
。
し

(24) 

か
か
る
確
信
に
留
ま
り
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
人
間
は
、
時
間
の
内
に
生
き
て
い
る
か
ら
で
あ
り
ま
た
、
確
信
が
、

識
）
は
、
生
の
内
へ
突
進
す
る
」
(
S
.
2
6
2
)

。
意
識
は
、
確
信
の
実
現
の
た
め
に
、
自
己
の
外
化

(
E
n
t
a
u
B
e
r
u
n
g
)
と
い
う
行
為
へ
向
う
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
行
為
の
経
験
と
確
信
と
の
比
較
吟
味
が
、
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
そ
れ
（
意
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「
意
識
に
と
っ
て
は
、
こ
の
生
起
す
る
も
の
（
新
し
い
対
象
）
は
、
対
象
と
し
て
の
み
存
在
し
、
我
々
に
と
っ
て
は
、
同
時
に
運
動
と

生
成
と
し
て
存
在
す
る
」
（
S
.
7
4
)

。
つ
ま
り
、
意
識
に
と
っ
て
対
象
は
媒
介
さ
れ
た
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
直
接
的
な
も
の
と
し
て
現

、
、
、
、
、
、
、

(25)

わ
れ
る
。
前
の
段
階
の
経
験
乃
至
エ
レ
メ
ン
ト
で
あ
る
対
象
は
、
意
識
に
と
っ
て
は
、
直
接
性
つ
ま
り
存
在
と
い
う
形
式
を
も
つ
こ
と
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

な
る
。
こ
の
こ
と
を
我
々
は
前
に
経
験
の
物
象
化
と
呼
ん
だ
。
新
し
い
知
は
、
自
然
的
意
識
に
と
っ
て
は
、
別
の
直
接
的
な
知
と
し
て
現

わ
れ
、
前
の
知
と
妥
当
性
の
権
利
に
お
い
て
同
列
で
あ
る
。
し
か
し
「
我
々
」
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
は
媒
介
さ
れ
た
知
で
あ
っ
て
、
後
の

知
は
、
前
の
知
の
真
理
（
真
実
態
）
で
あ
る
。
従
っ
て
自
然
的
意
識
の
無
意
識
的
に
行
っ
て
い
る
吟
味
を
「
我
々
」
が
叙
述
す
る
必
要
が
あ

と
こ
ろ
で
、
意
識
が
発
展
し
て
意
識
的
に
知
を
吟
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
も
、

「
理
性
」
と
い
う
段
階
か
ら
始
ま
る
と
思
わ
れ
る
(
v
g
l
.
S
.
1
8
3
)

。
。
そ
こ
で
は
、

意
識
は
、
自
覚
的
に
知
と
経
験
と
を
比
較
吟
味
す
る
。
従
っ
て
、
こ
の
意
識
に
と
っ
て
は
、
後
の
知
は
、
前
の
知
よ
り
真
実
で
あ
る
。
し

か
し
、
ま
だ
尺
度
で
あ
る
経
験
が
、
知
と
対
象
の
エ
レ
メ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
後
の
知
の
対
象
が
、
前
の
知

「
意
識
の
転
倒
」
(
S
.
7
4
)

に
よ
っ
て
、
新
し
い
対
象
が
生
じ
る
こ
と
、
ま
た

そ
れ
が
知
と
対
象
の
エ
レ
メ
ン
ト
の
展
開
で
も
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
進
行
の
か
か
る
必
然
性
を
叙
述
し
う
る
の
は
「
我
々
」
の
み
で

あ
る
。
従
っ
て
意
識
的
吟
味
が
始
ま
っ
て
も
猶
「
我
々
」
に
よ
る
叙
述
が
必
要
で
あ
る
。

つ
ま
り
わ
れ
わ
れ
が
A
と
B
で
考
察
し
た
こ
と
の
概
念
把
握
は
、
自
然
的
意
識
が
絶
対
知
に
到
達
し
た
時
に
、
意
識

、
、
、
、
、
、
、

に
生
じ
る
。
も
し
自
然
的
意
識
の
自
己
叙
述
が
な
さ
れ
た
と
す
る
と
、
お
そ
ら
く
、
精
神
現
象
学
の
叙
述
の
一
面
即
ち
意
識
に
と
っ
て
の

側
面
の
叙
述
の
み
が
ま
ず
な
さ
れ
、
次
に
現
在
わ
れ
わ
れ
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
精
神
現
象
学
の
叙
述
が
行
な
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

進
行
の
必
然
性
、

の
エ
レ
メ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、

対
象
化
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
知
の
自
覚
的
吟
味
は
、

る。

「
我
々
」
に
よ
る
叙
述
が
必
要
で
あ
る
。
経
験
の



83 

出
現
に
依
存
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
循
環
論
法
で
あ
る
。

し
か
し
、
前
半
部
分
は
、
経
過
の
必
然
性
を
欠
い
た
単
な
る
記
述
で
あ
っ
て
、
学
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
精
神
現
象
学
の
中
に
含
め

る
こ
と
は
出
来
な
い
。
従
っ
て
精
神
現
象
学
は
、
自
然
的
意
識
か
ら
真
の
知
へ
到
達
し
た
意
識

し
か
し
「
我
々
」
が
こ
の
よ
う
に
意
識
の
即
自
面
を
叙
述
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
論
が
前
提
さ
れ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。

A
で
述
べ
た
こ
と
、
意
識
が
自
己
の
内
に
尺
度
を
持
つ
こ
と
は
、
精
神
現
象
学
を
可
能
に
す
る
前
提
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
前
提
は
、
絶

対
知
の
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
知
と
対
象
が
意
識
の
契
機
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
を
「
探

求
全
体
に
渉
っ
て
論
定
し
て
お
く
こ
と
が
、
本
質
的
な
こ
と
で
あ
る
」
。
そ
し
て
、
こ
の
論
定
を
す
る
の
は
「
我
々
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

「
理
性
」
と
い
う
段
階
で
、
意
識
に
直
接
的
確
信
と
し
て
生
じ
る
。
そ
れ
か
ら
、
こ
の
確
信
は
意
識
に
よ
っ
て
概
念
把
握
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
精
神
現
象
学
の
前
提
、
知
と
対
象
が
意
識
の
契
機
で
あ
る
こ
と
を
、
意
識
は
自
己
吟
味
の
道
程
を
通
し
て
概

念
把
握
す
る
。
ゆ
え
に
、
た
と
え
最
初
に
は
直
接
的
な
確
信
と
し
て
意
識
に
と
っ
て
現
わ
れ
る
確
信
の
出
現
の
必
然
性
が
「
我
々
」
に
よ

っ
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
に
し
て
も
、
も
し
意
識
に
よ
る
そ
の
確
信
の
概
念
把
握
が
完
全
で
あ
る
な
ら
ば
、
循
環
論
法
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
こ
う
考
え
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
も
し
意
識
に
よ
る
概
念
把
握
が
充
分
な
も
の
で
な
く
、
そ
れ
が
、
確
信
の

こ
の
点
に
つ
い
て
の
現
在
の
私
見
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
意
識
に
よ
る
概
念
把
握
は
不
充
分
な
も
の
で
あ
り
、
叙
述
は
循
環
論
法
で
あ
り
、

独
語

(
M
o
n
o
l
o
g
)
に
す
ぎ
な
い
。
意
識
に
よ
る
概
念
把
握
は
、

「
消
極
的
証
明

(ein
n
e
g
a
t
i
v
e
r
 
B
e
w
e
i
s
)
」（
S
.
3
9
8
)

に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
、
他
の
全
て
の
立
場
の
空
無
性
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て

証
明
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
一
種
の
背
理
法
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
確
信
の
積
極
的
な
証
明
は
、
そ
の
出
現
の
必
然
性
に
依
存
し
て
い

最
初
に
は
、

握
と
し
て
の
「
内
面
化

(
E
r
i
n
n
e
r
u
n
g
)
」
の
叙
述
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
感
性
的
確
信
の
真
理
性
の
証
明
で
行
な
わ
れ
て
い
る
の
と
同
じ

「
我
々
」
に
よ
る
、
そ
の
道
程
の
概
念
把
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、
結
び
に
か
え
て

エ
レ
メ
ン
ト
の
意
味
と
そ
の
展
開
の
論
理
を
も
っ
と
明

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
絶
対
知
は
確
信
で
あ
る
(
v
g
l
.
S
.
5
5
6
)

が
、
実
体
1
1
主
体
、
存
在
I
I
思

惟
、
対
象
I
I
意
識
と
い
っ
た
そ
の
内
容
ゆ
え
に
本
質
的
に
確
信
と
い
う
形
態
し
か
と
れ
ず
、
そ
の
確
信
は
外
に
何
も
残
さ
ず
、
全
体
で
あ

る
ゆ
え
に
、
何
ら
か
の
尺
度
と
の
比
較
に
よ
る
吟
味
の
不
可
能
な
確
信
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
右
の
「
消
極
的
証
明
」
し
か
あ
り

得
な
い
よ
う
に
思
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
意
識
に
よ
る
確
信
の
概
念
把
握
が
確
信
の
出
現
の
必
然
性

に
依
存
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
必
然
性
が
「
我
々
」
が
最
初
に
「
論
定
」
し
て
お
い
た
前
提
に
基
づ
い
て
「
我
々
」
に
よ
っ
て
叙
述

さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
叙
述
は
循
環
論
法
•
独
語(
M
o
n
o
l
o
g
)

で
あ
る
。

以
上
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
最
初
に
提
出
し
た
三
つ
の
問
の
答
を
得
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
過
程
で
、
精
神
現
象
学
を
意
識
の
エ
レ
メ
ン

ト
の
展
開
と
し
て
解
釈
し
う
る
こ
と
も
示
し
得
た
よ
う
に
思
う
。

「
エ
レ
メ
ン
ト
」
や
「
領
域
」
概
念
を
こ
の
よ
う
に
ヘ
ー
ゲ
ル
弁
証
法

の
方
法
概
念
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
は
、
従
来
行
な
わ
れ
て
来
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
ヘ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
の
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
、
現

代
的
意
義
を
持
つ
か
否
か
決
定
す
る
に
は
、
も
っ
と
研
究
が
積
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
ヘ
ー
ゲ
ル
解
釈
が
、
現
代
の
諸
哲

学
と
多
く
の
点
で
関
連
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
言
え
そ
う
で
あ
る
。
我
々
は
、

確
に
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
こ
の
概
念
と
、
止
揚
・
否
定
の
否
定
・
無
限
判
断
・
推
論
等
々
の
弁
証
法
の
基
本
的
論
理
と
の
関

係
を
規
定
す
る
こ
と
、

ヘ
ー
ゲ
ル
の
他
者
承
認
論
、
疎
外
論
、
言
語
論
に
お
い
て
エ
レ
メ
ン
ト
乃
至
領
域
の
概
念
を
考
察
す
る
こ
と
、
『
精

神
現
象
学
』
『
論
理
学
』
『
法
哲
学
』
な
ど
を
よ
り
具
体
的
に
エ
レ
メ
ン
ト
の
展
開
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
を
通
し
て
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。



85 

注(
1
)
本
文
で
の
引
用
の
頁
数
は
全
て

H
e
g
e
l
,
P
h
i
:
i
n
o
m
e
n
o
l
o
g
i
e
 
d
e
s
 
G
e
i
s
t
e
s
,
 
h
r
s
g
.
 
v
o
n
 J
.
H
o
f
f
m
e
i
s
t
e
r
,
 
H
a
m
b
u
r
g
,
 1
9
5
2

の
も
の
で
あ
る
。

(
2
)
ヘ
ー
ゲ
ル
は
大
抵
M
a
n
i
e
r

(
仕
方
乃
至
手
法
）
を
悪
い
意
味
で
、

M
e
t
h
o
d
e

(
方
法
）
を
良
い
意
味
で
使
う
よ
う
だ
。

(
3
)
「
我
々
」
が
、
絶
対
知
に
到
達
し
て
い
る
意
識
で
あ
る
こ
と
は
、
学
が
仮
象
た
る
現
象
知
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
、
且
、
「
現
象

知
が
、
我
々
の
対
象
で
あ
る
」

(
S
.
7
0
)

と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
現
象
知
の
即
自

(
d
a
s
A
n
s
i
c
h
)
と
「
我
々

に
と
っ
て
」

(
f
u
r
u
n
s
)
の
存
在
は
、
同
一
に
な
る

(
S
.
7
1
)
。

(
4
)
こ
の
予
想
の
根
拠
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
直
観
を
、
そ
の
内
容
乃
至
対
象
が
直
観
す
る
こ
と
自
体
と
同
一
で
あ
る
よ
う
な
直
観
と
、
直
観

す
る
こ
と
乃
至
直
観
す
る
も
の
と
は
異
な
っ
た
他
の
も
の
を
内
容
乃
至
対
象
に
す
る
直
観
に
分
け
た
場
合
、
直
観
主
義
の
直
観
は
前
者
で
あ
ろ
う
。

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
自
我
乃
至
意
識
の
認
識
へ
向
か
う
と
い
う
本
来
的
傾
向
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
論
弁
的
思
惟
乃
至
形

式
的
思
惟
（
悟
性
主
義
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
よ
う
）
は
、
認
識
す
る
も
の
と
は
異
な
る
他
の
も
の
を
対
象
に
し
て
い
る
。
た
と
え
、
自
我
の
場
が

対
象
に
な
る
に
し
て
も
、
真
実
の
自
我
の
場
は
、
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
形
式
的
思
惟
は
、
認
識
す
る
こ
と
と
は
無
関
係
の
も

の
と
し
て
対
象
を
扱
う
本
来
的
傾
向
を
持
つ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
留
ま
る
が
ゆ
え
に
、
悟
性
主
義
に
留
ま
り
う
る
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
、
哲
学
は
、
自
我
だ
け
や
、
自
己
と
は
区
別
さ
れ
た
対
象
の
認
識
に
留
ま
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
れ
は
、
本
来
的
に
自
我
と
対
象
の
場

の
認
識
へ
向
か
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
哲
学
す
る
理
由
は
、
自
我
の
み
に
も
、
対
象
の
み
に
も
な
く
、
両
者
の
関
係
つ
ま
り
両
者

の
場
に
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
。

(5) H
e
g
e
l
,
 J
e
n
e
n
s
e
r
 
R
e
a
l
p
h
i
l
o
s
o
p
h
i
e
 I
 

`
 

hrsg• 

v
o
n
 J. H
o
f
f
m
e
i
s
t
e
r
,
 
L
e
i
b
z
i
g
,
 
1
9
3
2
 `
 
S
.
2
1
2
 

(
6
)
e
江
.
S
.
2
1
1

(
7
)
e
江
.
S
.
2
1
8

(
8
)
e
巨
.
S
.
2
1
7

(
9
)
e
江
.
S
.
2
1
7

(10)e
瓦
.
S
.
2
3
2

(11)e
江
.
S
.
2
3
2

(
1
2
)
e
江
.
S
.
2
0
4
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(13)e
江
.S.204

(14) H
e
g
e
l
,
 E
n
z
y
k
l
o
p
a
d
i
e
 1
8
3
0
,
 hrsg• 

v
o
n
 
F
.
N
i
c
o
l
i
n
 
u
n
d
 O
.
P
o
g
g
e
l
e
r
,
 
H
a
m
b
u
r
g
,
 
1
9
6
9
 ̀
§
4
6
7
,
 
S
.
3
7
9
 

(15) R
e
i
n
h
o
l
d
 A
s
c
h
e
n
b
e
r
g
,
 
D
e
r
 W
a
h
r
h
e
i
t
s
b
e
g
r
i
f
f
 
in 
H
e
g
e
l
s
 
,
,
P
h
a
n
o
m
e
n
o
l
o
g
i
e
 
d
e
s
 
G
e
i
s
t
e
s
"
 ,
 in 
D
i
e
 

O
p
t
i
o
n
 ̀
 h
r
s
g
.
 
v
o
n
 
K
l
a
u
s
 
H
a
r
t
m
a
n
n
,
 
B
e
r
l
i
n
,
 
1
9
7
6
,
 
S
.
2
3
3
 

(16) E
u
g
e
n
 F
i
n
k
,
 
H
e
g
e
l
,
 
F
r
a
n
k
f
u
r
t
,
 
1
9
7
7
,
 
S
.
5
6
こ
こ
で
、
フ
ィ
ン
ク
は
、
知
の
吟
味
の
過
程
を
存
在
概
念

(
S
e
i
n
s
b
e
g
r
i
ff)
の
吟
味
の
過
程

と
解
釈
し
て
い
る
。

(17) H
e
g
e
l
,
 
W
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
 d
e
r
 
L
o
g
i
k
,
 h
r
s
g
 v
o
n
 G
.
L
a
s
s
o
n
,
 
H
a
m
b
u
r
g
,
 1
9
6
9
 ̀
 Bd
.
 I
I
.
S
.
3
7
 

(
1
8
)
e
江
.S.38

(
1
9
)
e
巨
.
S
.
4
0

(
2
0
)
e
江
.
S
.
5
8

(21) M
a
r
t
i
n
 
H
e
i
d
e
g
g
e
r
,
 
H
o
l
z
w
e
g
e
,
 
F
r
a
n
k
f
u
r
t
,
 
1
9
7
2
,
 
S
.
1
3
4
 

(
2
2
)
e
江
.
S
.
1
4
8

(23)
こ
の
よ
う
に
確
信
が
二
種
に
分
か
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
意
識
」
の
章
で
の
確
信
と
、
「
自
己
意
識
」
の
章
で
の
確
信
の
区
別
と
し
て
述
べ

ら
れ
て
い
る
(
v
g
l
.
S
.
1
3
3
)
。

(24)
後
で
触
れ
る
が
、
絶
対
知
は
、
確
信
と
い
う
形
態
を
も
つ
。
そ
し
て
、
絶
対
知
か
ら
感
性
的
確
信
へ
戻
っ
て
円
環
を
な
す
が
、
他
方
で
は
、
絶
対

知
で
あ
る
以
上
、
そ
の
確
信
に
留
ま
る
と
い
う
性
格
を
も
つ
。
こ
の
こ
と
は
、
絶
対
知
に
於
い
て
「
そ
れ
（
精
神
）
が
そ
の
時
間
形
式
を
止
揚
す
る
」

(
S
.
5
5
8
)

こ
と
に
対
応
し
て
い
る
。
精
神
現
象
学
で
の
時
間
概
念
に
つ
い
て
は
、
v
g
l
•
H
e
r
b
e
r
t
 M
a
r
c
u
s
e
 ̀
 He
g
e
 ls 
O
n
t
o
l
o
g
l
e
,
 F
r
a
n
k
f
u
r
t
,
 

1
9
7
5
,
 
S
.
3
4
3
f
f
°
 

(25)
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
適
確
に
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
い
う
「
存
在
」
は
「
直
接
的
表
象
に
お
い
て
意
識
に
対
象
的
に
な
る
も
の
」
で
あ

る
「
存
在
者
」
を
意
味
し
て
い
る
。

vgl.

M
a
r
t
i
n
 
H
e
i
d
e
g
g
e
r
,
 
e
b
d
.
 
S
 .1
4
1
 

(26)
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
フ
ル
ダ
は
、
エ
レ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
精
現
象
学
を
区
分
し
て
お
り
、
こ
の
概
念
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
彼
は
、
「
諸
形
態
が
、
内
容
を
そ
こ
に
於
い
て
も
つ
と
こ
ろ
の
エ
レ
メ
ン
ト
」
と
し
か
説
明
せ
ず
、
単
に
区
分
の
原
理
に
し
て
い
る
だ

け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
―
つ
の
方
法
概
念
と
し
て
考
え
て
は
い
な
い
。

vgl.

H
a
n
s
 
F
r
i
e
d
r
i
c
h
 
F
u
l
d
a
,
 
Z
u
r
 
L
o
g
i
k
 
d
e
r
 

o
n
t
o
l
o
g
i
s
c
h
e
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